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山添家住宅 北田家住宅長屋門

星ノ町
レジェンド

数百年受け継がれている

山添家・北田家
やまぞえ きただ

□問 社会教育課文化財係 ☎893-8111

　現在交野市には､山添家住宅･北田家住宅の
二つの国指定重要文化財建造物があります｡
　昔､山添家は南伊勢の領主でしたが､織田信
長との戦いに敗れ交野に移り住んだと言われ
ています。その後､江戸時代に寺村の庄屋を務
めた山添九左衛門平精は現存する山添家住宅
を建てました｡現在も北河内の庄屋建築の様式
が良好に残っており､全国でも数少ない茅葺屋
根が特徴です｡また､建築時の板札が残ってお
り、宝永2年(1705年)に建てられたことがわ
かっています｡江戸時代の建造物で建築年代が
はっきりしているものは少なく､貴重な建築遺
産となっています｡
　また､庄屋とは農民の代表として村を治めた
人のことで､山添家は代々寺村の庄屋を務め､
運営を担ってきました｡村人に慕われており､
善政だと喜ばれたという逸話も伝わっていま
す｡
　北田家は､南北朝時代に活躍した北畠顕家の
子孫だと伝わっており､｢北畠｣の字から白を取
って北田と名乗るようになったと言われてい
ます｡元和5年(1619年)に､私部を代表する豪
農として庄屋を務め､宝永5年(1708年)から畠
山家の領主の代理として村を管理する重要な
役職である代官として任命されました｡

　北田家の主屋の建築年代は､代官職についた
18世紀前半ごろで､立派な屋敷が建てられまし
た｡表門は乗馬したまま中に入ることができる
よう高く作られ､使用人の住居､作業場､蔵など
が付属した｢長屋門｣という構造になっていま
す｡その長さは約56ｍもあり､日本一の長さを
誇ることで広く知られています｡
　江戸時代の庄屋･代官の屋敷の姿をとどめる
二つの住宅は､交野を代表する貴重な文化財と
なっています｡住宅を代々護り伝えてきた山添
家と北田家の人々も交野のレジェンドといえ
るでしょう｡なお､北田家住宅は年2回程度一般
公開していますので､ぜひご参加ください｡
　本コーナーは今月を持ちまして最終回とな
ります｡最後まで読んでいただき､ありがとう
ございました｡
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そうだ、きさいち植物園に行こう！そうだ、きさいち植物園に行こう！
Let's go Kisaichi botanical garden

ハナノキ

※気象状況により開花時期は前後します。現在の開花状況は植物園までお問い合わせください。

サンシュユ

ヤマブキ キクバオウレン

大阪市立大学理学部附属植物園（愛称：きさいち植物園）　
●☎ 891-2059　●交野市私市 2000（私市駅徒歩 6分）　●HP　https://www.sci.osaka-cu.ac.jp/biol/botan/
●開園時間　9:30 ～ 16:30（入園は 16:00 まで）　●休園日　月曜日（祝休日の場合は開園）
●入園料　大人350円 /中学生以下無料　●駐車料　普通車 500円 /マイクロ 1,000 円
※ 65歳以上の交野市民は「植物園メイト」に登録すると入園料が無料になります。

こぼれ話

●山間湿地に生えるムクロ
ジ科の落葉高木
●葉が出る前に真紅色の花
が咲く
●日本固有種で､環境省
レッドリスト(絶滅危惧
種)Ⅱ類に分類

●中国原産の落葉小高木
●葉に先立って黄色の小さ
な花が密集して咲く
●早春に黄金色の花を木
いっぱいに咲かせること
から「ハルコガネバナ」と
も呼ばれる

●山地の谷川沿い等に生え
る落葉低木
●直径3～5cmの鮮やかな
黄色い花を咲かせる
●漢字は「山吹」だが、古く
はしなやかな枝が風にゆ
れる様子から「山振」の字
が充てられた

●山地樹林下の湿った場所
に生える多年生草本
●直径1cmほどの白い花
を咲かせる
●根・茎は古くから胃腸薬
として有名で、各地でさ
かんに栽培されている
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植物園の楽しみ方の中に、五感を使って名前を覚
える楽しみ方があります。
①視覚　葉の形や付き方等、目で見分けます。
　（例：モチノキ科は互生、モクセイ科は対生など）
②聴覚　葉のこすれる音等を、耳で聞き分けます。
　（例：ヤマナラシは、そよ風でも音を立てます）
③嗅覚　匂い・香りを、鼻で嗅ぎ分けます。
　（例：クスノキは防虫剤（樟脳）の匂いがします）
④味覚　少し知識が必要ですが、噛んでみて味で
　確かめます。
　（例：モチノキ科の植物は苦味があります）
⑤触覚　葉を触って毛があるか無いか等、手で違
　いを確かめます。
　（例：ムラサキシキブとヤブムラサキなど）
春から初夏にかけては、いろいろな花・芽吹きが進
みます。園内の様子が目まぐるしく変わりますの
で、週に1～2回は来園して、季節の移り変わりを
お楽しみください。

←【対生】
葉が同じ所から生える

【互生】→
葉が互い違いの
所から生える

防虫剤の匂いがする
クスノキ科のイヌガシ

山添九左衛門平精 肖像
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